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今そこにあるオープンアクセス  Clear and present Open Access  
第 13回 エルゼビア社の新方針をめぐる議論 
Discussions about Elsevier’s new policy 
 
4月末に発表された、オープンアクセス(OA)に関するエルゼビア社の新しい方針は、また
もやという感もあるが、激しい反発を引き起こし、SPARC と COAR が連名でエルゼビア
社に修正を求める声明を出して、署名を呼びかける騒ぎとなった。署名機関は当初の 23か



























ら OA 推進論者の間でも意見が分かれている。COAR と SPARC は著者が希望する条件を
選べるようにすることを要求しているが、これに対してハーナッドは、差し当たり CC-BY-
NC-NDで十分だとして、エルゼビア社の擁護に回っている。 
6月半ばを過ぎてもメーリングリスト等での議論は続いている。エルゼビア社も対話の継
続は表明しており、エンバーゴ期間の決め方の説明などもなされた。他社の方針に与える影
響も大きいと考えられる。今後の展開に注目したい。 
